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史
観
第
一
七
六
冊
一
三
〇
わ
っ
た
政
治
的
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
議
会
主
権
を
前
提
と
す
る
国
家
と
市
民
社
会
の
棲
み
分
け
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
末
期
ま
で
持
続
す
る
政
治
文
化
で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
末
に
、
ト
ー
リ
系
・
ホ
イ
ッ
グ
系
と
も
に
政
治
結
社
は
、
議
会
政
党
と
公
式
に
組
織
的
に
結
び
つ
い
た
こ
と
で
、
そ
の
自
発
性
の
多
く
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
政
治
文
化
に
お
い
て
は
、
政
治
結
社
は
中
央
政
党
の
付
属
機
関
と
位
置
付
け
ら
れ
、
も
は
や
議
会
主
権
を
脅
か
す
存
在
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
た
。
〔
考
古
学
部
会
〕
杉
久
保
系
石
器
群
の
広
が
り
　
　
―
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
と
神
山
型
彫
器
の
多
様
性
か
ら
み
る
地
域
集
団
の
成
立
―
佐
藤　
悠
登
は
じ
め
に
　
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
一
九
五
三
年
に
芹
沢
長
介
・
麻
生
優
両
氏
に
よ
り
そ
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
以
降
、
東
北
地
方
日
本
海
側
で
の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
き
た
。
研
究
初
期
に
設
定
さ
れ
た
石
器
群
は
、
今
日
で
は
多
く
の
多
様
性
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
杉
久
保
系
石
器
群
の
多
様
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
今
後
の
杉
久
保
系
石
器
群
研
究
の
方
向
性
を
模
索
し
た
い
。
１
．
研
究
史
　
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
と
神
山
型
彫
器
と
い
う
定
型
石
器
が
共
伴
す
る
石
器
群
を
指
す
。
指
標
と
な
る
定
型
石
器
の
認
識
の
成
立
を
確
認
す
る
。
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
芹
沢
・
麻
生
一
九
五
三
内
で
の
杉
久
保
遺
跡
出
土
の
ナ
イ
フ
形
石
器
を
標
識
資
料
と
し
て
い
る
。
神
山
型
彫
器
は
、
芹
沢
一
九
六
〇
で
の
神
山
遺
跡
出
土
の
彫
器
を
標
識
資
料
と
し
て
い
る
。
中
村
一
九
六
五
で
は
、
①
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
を
持
つ
、
②
神
山
型
彫
器
を
持
つ
、
③
中
形
の
刃
器
（
石
刃
）
を
持
つ
、
④
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
、
神
山
型
彫
器
は
刃
器
を
素
材
と
す
る
、
と
杉
久
保
石
器
群
を
定
義
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
た
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
型
式
学
や
技
術
形
態
的
な
細
分
と
編
年
研
究
が
す
す
め
ら
れ
た
が
、
東
北
地
方
の
資
料
数
の
少
な
さ
、
重
層
遺
跡
の
少
な
さ
か
ら
難
航
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
技
術
的
組
織
の
観
点
や
、
社
会
生
態
的
な
解
釈
を
試
み
た
研
究
、
使
用
痕
分
析
研
究
な
ど
、
型
式
学
的
な
編
年
研
究
か
ら
行
動
論
的
な
解
釈
を
試
み
る
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
２
．
現
状
に
お
け
る
杉
久
保
系
石
器
群
研
究
の
到
達
点
と
問
題
点
　
杉
久
保
系
石
器
群
の
認
識
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
ま
と
め
る
。
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
１
．
杉
久
保
型
ナ
イ
フ
形
石
器
を
主
体
と
す
る
ナ
イ
フ
形
石
器
と
神
山
型
彫
器
を
主
体
と
す
る
彫
器
を
伴
う
こ
と
、
２
．
前
段
階
で
あ
る
東
山
系
石
器
群
と
比
較
し
て
よ
り
地
域
的
な
資
源
開
発
に
適
し
た
形
の
石
器
群
で
あ
る
こ
と
、
３
．
利
用
石
材
か
ら
流
域
単
位
で
の
違
い
が
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
４
．
使
用
痕
分
析
か
ら
ナ
イ
フ
形
石
器
は
刺
突
具
と
し
て
彫
器
は
多
様
な
加
工
二
〇
一
六
年
度
早
稲
田
大
学
史
学
会
大
会
報
告
一
三
一
具
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
研
究
史
上
の
問
題
と
し
て
、
杉
久
保
系
石
器
群
の
定
義
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
研
究
の
混
乱
を
指
摘
し
た
。
こ
の
定
義
の
あ
い
ま
い
さ
の
原
因
は
杉
久
保
系
石
器
群
を
構
成
す
る
定
型
石
器
で
あ
る
ナ
イ
フ
形
石
器
と
彫
器
の
多
様
性
に
あ
る
。
そ
の
た
め
本
発
表
で
は
、
杉
久
保
系
石
器
群
に
お
け
る
定
型
石
器
の
多
様
性
を
と
ら
え
直
す
こ
と
で
、
杉
久
保
系
石
器
群
の
整
理
を
お
こ
な
い
、
行
動
論
的
な
解
釈
に
向
け
た
視
点
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
３
．
対
象
　
本
発
表
で
扱
う
資
料
は
、
筆
者
自
身
が
石
器
群
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
実
見
で
き
た
新
潟
県
内
と
野
尻
湖
周
辺
の
杉
久
保
系
石
器
群
を
対
象
と
し
た
。
こ
こ
で
の
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
研
究
史
上
も
っ
と
も
広
く
設
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、「
神
山
型
彫
器
を
伴
う
ナ
イ
フ
形
石
器
群
」
と
い
う
定
義
を
用
い
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
樽
口
遺
跡
Ａ
―
Ｋ
Ｓ
Ｕ
・
Ｂ
―
Ｋ
Ｓ
Ｕ
文
化
層
、
上
ノ
平
遺
跡
Ａ
地
点
、
上
ノ
平
遺
跡
Ｃ
地
点
、
吉
ヶ
沢
遺
跡
Ｂ
地
点
、
荒
沢
遺
跡
、
下
モ
原
Ⅰ
遺
跡
、
居
尻
Ａ
遺
跡
、
楢
ノ
木
平
遺
跡
、
雨
池
Ａ
遺
跡
、
雨
池
Ｂ
遺
跡
、
向
原
Ａ
遺
跡
、
向
原
Ｂ
遺
跡
、
貫
ノ
木
遺
跡
第
２
地
点
、
仲
町
遺
跡
Ｂ
Ｐ
４
地
点
、
上
ノ
原
遺
跡
第
２
次
調
査
、
上
ノ
原
遺
跡
第
５
次
調
査
の
一
六
遺
跡
を
対
象
と
す
る
。
４
．
分
析
　
分
析
の
方
法
は
、
①
定
型
石
器
の
分
類
と
検
討
、
②
使
用
石
材
の
検
討
、
③
石
器
の
加
工
技
術
に
関
す
る
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
①
で
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
を
加
工
部
位
と
素
材
石
刃
の
向
き
で
分
類
を
し
た
。
彫
器
の
分
類
は
、
白
井
二
〇
一
六
の
分
類
に
従
っ
た
。
結
果
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
は
、
２
類
と
し
た
二
側
縁
ナ
イ
フ
形
石
器
と
、
ｂ
類
と
し
た
素
材
石
刃
の
用
い
方
を
す
る
石
器
が
信
濃
川
流
域
で
見
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
彫
器
は
、
形
態
が
多
様
で
あ
る
が
、
扱
っ
た
範
囲
で
は
違
い
が
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
②
で
は
、
先
行
研
究
で
判
明
し
て
い
る
範
囲
で
、
流
域
内
石
材
と
流
域
外
石
材
を
設
定
し
、
そ
の
利
用
率
を
流
域
ご
と
で
比
較
し
た
。
結
果
は
、
流
域
内
の
石
材
を
七
〇~
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り
高
い
割
合
で
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
③
で
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
加
工
技
術
に
つ
い
て
対
向
調
整
の
あ
る
資
料
が
主
に
信
濃
川
流
域
に
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
５
．
考
察
　
分
析
結
果
か
ら
、
杉
久
保
系
石
器
群
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
の
形
態
や
素
材
利
用
、
加
工
部
位
と
剥
離
技
術
、
利
用
石
材
な
ど
か
ら
河
川
流
域
を
単
位
と
し
た
差
異
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
差
異
の
背
景
と
し
て
、
河
川
流
域
を
単
位
と
し
た
地
域
集
団
の
成
立
と
、
そ
の
遊
動
範
囲
内
に
お
け
る
石
材
環
境
の
違
い
や
社
会
的
関
係
の
違
い
を
反
映
し
た
た
め
に
、
残
さ
れ
た
石
器
群
に
違
い
が
生
じ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
お
わ
り
に
　
杉
久
保
系
石
器
群
を
構
成
す
る
定
型
石
器
に
は
差
異
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
一
つ
の
石
器
群
の
多
様
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
杉
久
保
系
石
器
群
の
定
型
石
器
を
再
分
類
す
る
こ
と
で
、
こ
の
多
様
性
に
は
地
域
差
が
あ
る
こ
と
が
捉
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
杉
久
保
系
石
器
群
の
設
定
に
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
新
た
に
石
器
群
を
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
再
検
討
の
作
業
史
観
第
一
七
六
冊
一
三
二
の
中
で
見
出
さ
れ
る
差
異
に
関
し
て
、
行
動
論
的
に
解
釈
を
お
こ
な
い
、
当
時
の
社
会
を
復
元
し
て
い
く
た
め
の
方
法
論
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。環
状
集
落
の
形
成
過
程
　
　
―
縄
文
時
代
中
期
の
下
総
台
地
に
お
け
る
集
落
遺
跡
分
布
の
検
討
―
井
上　
早
季
は
じ
め
に
　
本
発
表
で
は
、
環
状
集
落
が
周
囲
の
集
落
遺
跡
と
の
ど
の
よ
う
な
関
係
の
上
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
縄
文
時
代
中
期
の
下
総
台
地
に
お
け
る
環
状
集
落
を
対
象
と
し
た
検
討
を
行
な
っ
た
。
一　
環
状
集
落
と
は
　
環
状
集
落
と
は
、
縄
文
時
代
前
期
以
降
に
関
東
・
中
部
・
東
北
地
方
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
が
集
中
す
る
東
日
本
で
広
く
見
ら
れ
る
、
住
居
が
環
状
な
い
し
は
馬
蹄
形
を
呈
し
て
配
置
さ
れ
る
集
落
遺
跡
で
あ
る
。
住
居
域
内
外
に
土
坑
群
を
伴
い
、
中
央
部
に
無
遺
構
空
間
い
わ
ゆ
る
広
場
を
伴
う
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
縄
文
時
代
早
期
末
葉
か
ら
前
期
初
頭
に
成
立
し
、
遺
跡
数
の
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
中
期
に
最
も
盛
行
す
る
。
二　
研
究
の
現
状
と
課
題
設
定
　
環
状
集
落
に
関
す
る
研
究
史
は
一
九
四
八
年
の
和
島
誠
一
『
原
始
聚
落
の
構
成
』
に
端
を
発
す
る
。
一
九
六
〇
年
代
の
水
野
正
好
の
研
究
を
始
め
と
し
て
、
環
状
集
落
か
ら
読
み
取
れ
る
社
会
に
つ
い
て
の
研
究
も
進
展
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
、
一
時
的
な
集
落
の
景
観
復
元
を
め
ざ
す
い
わ
ゆ
る
「
横
切
り
の
集
落
論
」
が
さ
か
ん
に
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
、
多
く
の
住
居
が
集
中
し
非
常
に
特
徴
的
な
空
間
構
造
が
認
め
ら
れ
る
環
状
集
落
を
、
他
の
小
規
模
集
落
と
区
分
し
、
縄
文
時
代
の
拠
点
的
集
落
と
し
て
認
識
す
る
意
見
も
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
研
究
史
の
概
観
よ
り
、
環
状
集
落
自
体
の
性
格
に
目
を
向
け
る
研
究
が
多
く
、
環
状
集
落
と
他
の
集
落
遺
跡
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
研
究
は
途
上
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
環
状
集
落
と
周
囲
の
分
散
居
住
型
集
落
の
分
布
と
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
形
成
時
期
を
検
討
し
た
。
そ
の
う
え
で
環
状
集
落
同
士
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
、
環
状
集
落
の
拠
点
性
の
根
拠
と
な
る
、
他
の
集
落
遺
跡
と
の
紐
帯
の
存
在
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
三　
分
析
の
背
景
　
発
表
者
は
以
前
、
縄
文
中
期
の
下
総
台
地
に
位
置
す
る
中
野
久
木
谷
頭
遺
跡
・
草
刈
貝
塚
・
高
根
木
戸
貝
塚
を
分
析
し
、「
下
総
Ａ
タ
イ
プ
」・「
下
総
Ｂ
タ
イ
プ
」
と
二
区
分
す
る
分
類
案
を
提
起
し
た
。
こ
れ
は
谷
口
康
浩
が
設
定
し
た
、
外
側
に
住
居
域
、
そ
の
内
側
に
土
坑
が
密
集
し
て
環
状
に
巡
り
、
集
落
中
央
部
は
無
遺
構
の
場
所
と
な
る
、
集
落
空
間
の
同
心
円
的
区
分
が
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
環
状
集
落
を
指
す
「
下
総
タ
イ
プ
」
に
基
づ
い
た
区
分
で
あ
る
。
　
発
表
者
は
、
中
野
久
木
谷
頭
遺
跡
・
草
刈
貝
塚
を
「
下
総
Ａ
タ
イ
プ
」、
高
根
木
戸
貝
塚
を
「
下
総
Ｂ
タ
イ
プ
」
と
区
分
し
た
。
前
者
は
「
下
総
タ
イ
プ
」
